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　5月31日午前10時より「うるおい館」に於いて「令和3年度　第26回定時総会」が、会員
217名（委任状186名を含む）が出席して開催されました。
　昨年同様、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、書面議決権の行使及び委任状を推
奨し、総会前日までに書面議決行使書19名、委任状が186名から提出され、総会が成立しました。
　当日は、マスクの着用や手指の消毒、会場の換気など予防策を徹底し、出席された会員の皆様
の下で議事が進行しました。

　第26回定時総会はコロナ禍の時節柄、昨年同様、会員の出席を極力抑制した開催と
なったことにご理解をいただくとともに、会員の皆様へセンターの事業推進に対して謝意
を表した。
　新型コロナウイルスの感染拡大で世界経済の活動が滞り、我が国においても雇用、消
費、生産において影響が危惧される。厳しい社会情勢の中、生涯現役社会の実現と高齢者
福祉の増進に資するシルバー事業の重要性など、シルバー人材センターに向けられた地域
社会の期待が大きいことから、これからも役割を果たして行く必要がある。
　昨年の当センターの事業状況は、全国的にコロナ禍の影響で著しい落ち込みが見られる
中で前年度に比し横ばいの状況であり、会員数は10人の増加となり引き続き300人台を
確保する等概ね順調に推移したところである。今後とも、財政面、会員の確保等永続的な
存立基盤の強化を図ることが課題であるが、そのためにも会員の福利厚生など魅力あるセ
ンター作りを目指すとともに、地域社会への貢献精神を忘れない組織作りを進めることが
肝要である。
　会員の皆様には豊かな経験と知識を発揮し、シルバー事業の更なる進展にご協力をお願
いする旨を述べ挨拶を終えた。

理事長挨拶要旨
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　野中地区の冨山仁雄氏が議長に選任され議事に入りました。
第1号議案「令和2年度事業報告について」及び第2号議案「令
和2年度収支決算について」が上程され、関連している報告事
項1件ともに、岩山専務理事より報告、及び北田監事より監査
報告が行われ、原案通り承認されました。

　続いて第3号議案「定款の一部変更」第４号議案「役員の選任について」が上程され、原案通
り承認されました。

　「令和3年度事業計画」、「令和3年度収支予算」について岩山専務理事が報告し、全ての議事が
終了し、議長退任後、道原副代表理事が閉会のことばを述べ、第26回定時総会が終了いたしま
した。
　今回の総会では、平成26年12月より代表理事の任に就いてこられた五十里智治氏の退任に伴
い、金澤好夫氏にバトンが渡されました。

議事

報告事項

事
業
計
画
及
び
予
算

令
和
３
年
度

事
業
計
画

基
本
方
針

　

創
意
工
夫
を
重
ね
各
々
の
経
験
と
知
恵
を
活

か
し
な
が
ら
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
の
も
と
高
齢
者
の
能
力
を
活
か
し

た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る

よ
う
努
力
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

① 

中
長
期
的
な
事
業
の
推
進

② 

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

③  

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
推
進

④ 

研
修
・
講
習
の
開
催

⑤ 

健
全
な
財
政
運
営

⑥ 

互
助
会
へ
の
協
力

令和3年度  予算額

経常収益 175,633千円
（174,133千円）

経常費用 180,541千円
（179,582千円）

※（　 ）は前年度当初額

会  員  数契約金額

男性
女性

男性
75%

女性
25%
81名

239名

320名

公共
民間
一般

民間
28%

一般
40%

公共
32%

151,233
千円

48,645
千円60,392

千円

42,216
千円

●
令
和
２
年
度
事
業
報
告

（
令
和
3
年
3
月
31
日
）
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公
益
社
団
法
人　

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
第
26
回
定
時
総
会
が
、
去

る
6
月
22
日
に
富
山
市
の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と

や
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
優
良
会
員
表
彰

式
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
高
見
清
則
氏
と
西
島
光
二
氏
が
長
年

の
功
績
を
称
え
ら
れ
優
良
会
員
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
3
期
6
年
余
で
退
任
さ
れ
た
五
十

里
智
治
氏
に
対
し
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。

退任された理事長の皆様

公
益
社
団
法
人

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

優
良
会
員
表
彰

優
良
会
員
表
彰

新新  

役役  

員員  

代
表
理
事	

金
澤　

好
夫

理
　
事	

岡
島　

昭
直

 

（
飯
野
地
区
）

監
　
事	

腰
本　

高
輝

（
入
善
町
保
険
福
祉
課
長
）

五
十
里 

智
治 
代
表
理
事

竹
内　
　

豊 

入
善
地
区

上
田　

正
美 

椚
山
地
区

瀧
本　

明
弘 

飯
野
地
区

永
山　

邦
雄 

椚
山
地
区

石
田　

敏
昭 

椚
山
地
区

名
取
川 

敏
夫 

飯
野
地
区

塚
田 

美
知
子 

飯
野
地
区

塚
田　

清
和 

飯
野
地
区

一
島　

孝
夫 

椚
山
地
区

田
中　
　

武 

野
中
地
区

五
十
里 

栄
子 

入
善
地
区

上
田　

俊
男 

椚
山
地
区

松
平 

と
み
子 

青
木
地
区

坂
東　
　

董 

椚
山
地
区

上
野　

友
義 

上
原
地
区

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

（
順
不
同　

敬
称
略
）

金
澤
　
好
夫

新
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
た
び
、
5
月
31
日
の
定
期
総
会
お
よ
び
理
事
会
で

五
十
里
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
を
拝
命
し
、
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

い
ま
町
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
高
齢
者
が
働
く
こ
と

を
通
し
て
生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
立
、
運
営
さ
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
そ
の
機
能
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
私
た
ち
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
と
技
能
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
、

町
づ
く
り
に
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
が
好
き
な
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
と
い
う
人
の「
青
春
」と
い
う
詩
が
、
い
ま
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
表
す
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
す
。
既
に
ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
を
省
略
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
か
な
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
の
も
と
、
私
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
発
展
の
た
め
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
青
春

青
春
と
は
人
生
の
或
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。

優
れ
た
創
造
力
、
逞
し
き
意
志
、
炎
ゆ
る
情
熱
、

怯き
ょ
う

懦だ

を
却
け
る
勇
猛
心
、
安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
、

こ
う
言
う
様
相
を
青
春
と
言
う
の
だ
。

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い
が
く
る
。

（
略
）

　
人
は
信
念
と
共
に
若
く	

　
疑
惑
と
共
に
老
ゆ
る

　
人
は
自
信
と
共
に
若
く	

　
恐
怖
と
共
に
老
ゆ
る

　
希
望
あ
る
限
り
若
く	

　
失
望
と
共
に
老
い
朽
ち
る

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
　
　
（
訳
　
岡
田
義
夫
）
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あ れ こ れ声

入
善
地
区　

吉
田　

八
郎

新
入
会
員
の
声

を
売
る
た
め
に
と
、
毎
日
が
目
ま
ぐ
る
し
く
明
け
暮
れ
、

雇
っ
た
従
業
員
に
仕
事
へ
の
思
い
を
伝
え
る
難
し
さ
も
体
験

し
ま
し
た
。

仕
入
れ
た
品
物
の
品
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
日
々
の
勉

強
と
な
り
、
ま
た
そ
の
苦
労
の
お
か
げ
で
商
売
も
う
ま
く

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
自
分
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
毎
日
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

商
売
に
区
切
り
を
つ
け
た
後
、
今
は
毎
朝
仕
事
に
出
か

け
、
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
む
し
り
や
花
壇
に
花
を
植

え
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
会
員
の
お
誘
い
を
頂
き
入
会
し
た
次
第
で
す
。

一
つ
一
つ
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
達
成
感
で
自
分
は

満
足
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
心
情
は

日
々
の
戦
い
で
あ
な
た
の
競
争
相
手
は
あ
な
た
自
身
で
あ
る
。

や
れ
な
い
の
で
は
な
く
や
ら
な
い
の
で
あ
る
。

不
足
し
て
い
る
の
は
知
恵
と
技
術
と
根
性
で
あ
る
。

　

と
、
そ
う
思
い
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
は
25
歳
の
時
か
ら
45
年
間
商
売

を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
品
物
の
仕
入
れ
や
そ
の
商
品

農
事
組
合
法
人
み
の
り
　
代
表　

籠
瀬　

茂
春

農
事
組
合
法
人
み
の
り
は
、
入
善
町
上
野
２
区
の
農
家
二
十
七
戸
が
大

型
農
業
設
備
の
共
同
購
入
と
農
作
業
の
共
同
に
よ
る
省
力
化
を
目
指
し
農

家
の
合
意
と
協
力
に
よ
り
平
成
十
八
年
の
春
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
耕
作

地
は
入
善
中
央
公
園
の
西
側
で
入
善
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
ま
す
。

経
営
面
積
は
水
田
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
水
稲
32
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
菜
種
、

そ
ば
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
組
合
員
の
全
員
が
水
田
を
管
理
し
繁
忙
期
の
基
幹
作
業
も
共
同

作
業
に
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
管
理
が

出
来
な
く
な
る
農
家
が
増
え
、
現
在
は
数
軒
の
管
理
農
家
と
組
合
専
従
者

二
名
の
労
働
力
に
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
組
合
員
で
の
人
員
の
確
保
が
出
来
ず
、
農
業
の
繁
忙
期
に

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
頼
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業
の

内
容
は
育
苗
管
理
作
業
か
ら
基
幹
作
業
の
補
助
等
多
種
多
様
で
は
あ
り
ま

す
が
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
方
々
は
農
業
経
験
者
の
方
も
多
く
、
段
取
り
よ

く
作
業
さ
れ
る
方
、
ま
た
未
経
験
者
の
方
も
集
落
の
作
業
員
に
説
明
を
一

度
聞
く
だ
け
で
経
験
者
と
一
緒
に
な
っ
て
一
生
懸
命
に
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
々
に
頼
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
来
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
員
の
声

お
客
様
の
声
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事
業
委
員
会
よ
り

　

令
和
2
年
4
月
よ
り
開
始
し
た
「
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
は
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
密
を
避
け
感
染
防
止
を
し
な
が

ら
講
習
会
や
新
規
会
員
紹
介
等
セ
ン
タ
ー
事

業
に
積
極
的
に
活
動
頂
い
た
会
員
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
数
名
の
会

員
が
既
に
５
ポ
イ
ン
ト
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お

応
え
す
る
目
的
で
様
々
な
情
報
を
提
供
す

る
講
習
会
や
説
明
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委 員 会 か ら の お 知 ら せ

総
務
委
員
会
よ
り

令
和
３
年
度　

総
務
委
員
会
の
活
動

一
、 

公
共
施
設
活
用
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
質
の
向
上

二
、 
趣
味
、
教
養
講
座
等
の
企
画
、
魅
力
の

あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

三
、 

会
員
に
よ
る
「
ひ
と
声
」
の
口
コ
ミ
運

動
と
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
新

会
員
の
拡
大

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
よ
り

一
、 

就
業
途
上
の
交
通
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

二
、 

蜂
、
蛇
（
刺
さ
れ
、
噛
ま
れ
）
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

三
、 

熱
中
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、 

蜂
ス
プ
レ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
は
直

射
日
光
下
に
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
等
安
全
の
た
め
の
装

備
に
留
意
し
、
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
基
本
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

夏
場
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す

令和3年度　技能講習を開催
　【本事業は、シルバー人材センターの会員になって就
業を目指す方が対象です。】
　家事支援スタッフ講習・クリーンスタッフ講習・雪つ
り、雪囲いスタッフ講習等が開催予定です。詳しい内容
については下記へお問い合わせください。
●申し込み・問い合わせ先
　富山県シルバー人材センター連合会 076-431-3282
　入善町シルバー人材センター 0765-74-2207

高齢者活躍人材確保育成事業

広
報
・
地
域
活
動
委
員
会
よ
り

令
和
３
年
度　

活
動
計
画

一
、 

広
報
誌
の
発
行

二
、 

会
員
向
け
ミ
ニ
広
報
誌
の
発
行

三
、 

地
域
懇
談
会
の
開
催

四
、 

各
委
員
会
と
の
連
携

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
の
工
夫

で
会
員
拡
大
・
就
業
拡
大
に
繋
げ
る
。

4
月
16
日　

庭
木
剪
定
講
習
会

6
月
28
日　

網
戸
張
替
講
習
会

　

セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
が
講
師
と
な
り
、

会
員
の
意
欲
向
上
と
後
継
者
育
成
を
目
的

に
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
講
習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

会員募集・後継者育成に向けてのさまざまな活動
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編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
下
で
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
ご
と
で
す
が
、
子
供
の
頃
か
ら
動

き
回
る
こ
と
が
好
き
で
、
中
学
、
高
校
、

社
会
人
の
時
代
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

続
け
て
来
ま
し
た
。
1
9
6
4
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
一

員
と
し
て
走
っ
た
思
い
出
も
あ
り
、
ま

た
各
競
技
の
熱
戦
の
い
く
つ
か
は
今
も

鮮
明
に
憶
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
す
る
の
も
見
る
の
も
大

好
き
。
生
き
る
支
え
と
言
え
ま
す
。

す
っ
き
り
し
な
い
今
回
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
出
場
さ
れ
る
選

手
一
人
一
人
に
と
っ
て
悔
い
の
無
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
契
機

と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
が
大
き
く
広
が
る
な

ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

  

【
広
報
編
集
委
員　

岩
田　

記
】

R３.6.30現在

◆会員数◆

320名
（男性 241）
（女性  79）

俳
　
句

川
　
柳

蛙
に
も  
合
唱
好
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ジ
オ
曲

コ
ロ
ナ
禍
で

　
最
後
の
別
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
無
き
世
相

嫁
に
い
つ  

行
く
孫
の
記
念
樹

　
　
　
　
　
　
　
　    
桜
咲
く

作
品
紹
介

荒
木

　
益
夫

県
民
を

　

  

沸
か
し
裏
切
る

　
看
板
大
関

　 

死
ん
だ
覚
悟
で

　
出
直
せ
大
器

も
う
八
十
爺

　

  

だ
け
ン
ど  

今
だ  

元
気
ダ
ス

　
シ
ル
バ
ー
仲
間
に  

老
若
来
た
れ
!?

短
　
歌

健
康
診
断
を
う
け
ま
し
ょ
う

健
康
は
安
全
就
業
の

第
一
条
件
で
す
。

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

臨時総会の決議通知

◆
シ
ル
バ
ー
の
日 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
の
ご
案
内

★
実
施
予
定　

10
月
中
旬

★
実
施
場
所　

水
の
小
径
周
辺
予
定

★
剪
定
・
草
刈
・
草
取
り
な
ど
の
作
業

　

清
掃
活
動
を
予
定

　

詳
細
は
決
定
次
第
ご
案
内
し
ま
す

の
で
多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

職
員
の
異
動

・
退
職　

二
月
二
十
八
日
付

　

澤
谷　

裕
一

・
新
任　

四
月
一
日
付

　

井
田　

邦
章

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　当会、臨時総会の決議事項について、書面による
議決権行使を実施した結果、 以下のとおりご報告致
します。

記 

１．議決権行使期限 令和３年６月２５日

２．総正会員数 　２９０名のうち、

　　議決権行使数 ２８８名

３．審議結果 

決議事項

　　　第１号議案 会長の選任に関する件（任期1年）

　　　第２号議案　役員の選任に関する件

　第１号議案、第２号議案とも賛成多数で原案通り

承認可決されました。

　　　結果　賛成２４４名　否認 ０名

　　　　　　新任会長　金澤  好夫 氏

　　　　　　新任役員　岡島  昭直 氏　　　 　
以上

シルバー人材センター互助会 
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生き生きと活躍出来る場所生き生きと活躍出来る場所生き生きと活躍出来る場所

～働き方は色々あります！～

●掃除
●襖・障子
　張替
●ガラス拭き

●水やり、
　畑作業

●ペットの散歩
●洗濯

●塗装

●棚つり、
　倉庫の整理●食事の仕度

●買い物

●高齢者の
　話し相手

●建具の修理
●賞状書き

●ワープロ
　原稿作り

　●宛名書き
　　チラシ配り

●草むしり、草刈り
　庭掃除

●網戸の張替

●子守り、
　育児のお手伝い

●木立の枝払、
　落葉拾い

●植木剪定

●タイル貼り ●パンフレット・チラシの配布
●イベント・催事の手伝い
●イベント時の駐車場整理

販売促進・営業活動などのサポートに

●名簿・資料の作成（パソコン）
●起票・記帳等の経理業務
●伝票・書類・台帳等の整理業務
●看板・演題・次第書き（毛筆）
●封筒・ハガキ等の宛名書き
●賞状書き

事務所内の軽作業

●袋づめ・包装・梱包など
●商品管理・整理

作業所内の軽作業

●公園管理・清掃など
●施設管理

地域社会に役立つ

●樹木手入れ
　（剪定・雪吊り・消毒など）
●空地等の草刈り（機械刈り）
●花壇・植樹帯の除草
●建物内や外廻りの清掃

オフィス等の環境整備に

企業の皆さんを
お手伝い !!家庭の暮らしを

お手伝い !!

※時期によってはご依頼が集中します。お早めのご相談、ご予約をお願いします。

シルバー人材センターではこんなお仕事をお引き受けします。


